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周産期専門医(母体･胎児専門医)
養成コース 募集

当院は、⽇本周産期新⽣児医学会から認定を受けた周産期専⾨医取得のための基幹研修指定施設です。
周産期専⾨医（⺟体･胎児専⾨医）の取得を⽬標とする医師を対象とした産科シニアフェロー制度を2012
年に開始しました。周産期専⾨医とは周産期医療に従事する医師の⽔準を⾼め、⾼度な医学知識と技能に
よって他の医師に適切な指⽰を与えることができる臨床能⼒を有する専⾨医であり、学会はこのような
医師を育成し、周産期専⾨医として認定しています。
⽇本周産期・新⽣児医学会ホームページ http://www.jspnm.com/Senmoni/seido.aspx
当院産科は、⼤阪府における⺟⼦医療の中核施設として、1981年から30年以上に亘り、全国に先駆け

て、ハイリスク胎児や妊産婦を取り扱って来ました。またOGCS(産婦⼈科診療相互援助システム)の基幹
病院として、⼤阪府内さらには近畿全域からの⺟体搬送･産科救急にも 24時間対応し、胎児及び⺟体の集
中的な管理、分娩を⾏っています。このような管理を⾏うための⺟体胎児集中治療管理室(MFICU)を9床
有しています。その他、院内には新⽣児科、⺟性内科、⼩児外科、⼩児循環器科などの関連各科と連携し
ながら、周産期の集学的管理を実践するために必要な環境が完備されています。
分娩総数は年間約1500件で、そのうち早産が約260件です。⺟体搬送は2016年には227件を受⼊れ、

切迫早産、前期破⽔、前置胎盤、常位胎盤早期剥離、妊娠⾼⾎圧症候群、胎児機能不全などの⺟児の救命
救急センターとしての役割も果たしています。さらに多胎外来､ 胎児外来､⺟体合併症外来､不育症外来､
早産予防外来、出⽣前カウンセリング外来、妊娠とくすり外来、胎児精密超⾳波外来などの専⾨外来を備
え、それぞれの分野にも精⼒的に取り組んでおり、シニアフェローの先⽣⽅にも参加していただいていま
す。なかでもTTTSに対するレーザー治療(FLP)をはじめとする胎児治療には積極的に取り組んでいます。
また⽇々の診療だけではなく、学術的な活動（抄読会、学会発表や論⽂作成）も積極的に⾏っており、⽇本
産科婦⼈科学会、周産期新⽣児医学会をはじめとして国際学会にも多数の演題を発表しています(別表)。
その他、院内各診療科(新⽣児科、⿇酔科、病理、⺟性内科等)における研修も適宜選択できます。
当直体制は原則3⼈体制であり、オン・オフのある労働環境整備が敷かれています。
やる気と熱意を持った医師を待っています。⾒学･⾯接は 随時⾏っています。
興味がある⽅は下記の連絡先にお問合せください。

質の⾼い周産期医療を志す
医師を募集します！

お問い合わせ：
⼤阪⺟⼦医療センター 産科医局
obst@mch.pref.osaka.jp
電話：0725-56-1220（代表）

レーザー治療(FLP)の様⼦

⼿術棟

英論文 和論文 国際学会 国内学会 英論文 和論文 国際学会 国内学会
42 44 9 197
12 14 6 86 29 9 3 117

卒業年 在職年数
H17 4 2 9 2 9
H18 4 1 1 11 11 4 26
H20 4 1 5 10 3 1 1 22
H18 3 2 2 2 1 1 13
H20 3 2 3 2 12 1 1 11
H15 2 7 2
H18 2 2 2 2 4 5
H19 2 2 1 2 2 3
H21 2 2 1 3 2 1 10
H21 2 5 1
H22 2 6
H23 2 7
H20 1 1 3 1 1 7
H21 1 3
H22 1 2 4 8
H23 1 1
H23 1 1

シニアフェロー

学術（筆頭） 学術（共著）

総　数


